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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第75期
第２四半期
連結累計期間

第76期
第２四半期
連結累計期間

第75期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年９月30日

自　2021年４月１日
至　2021年９月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （千円） 9,082,792 9,461,041 18,595,354

経常利益 （千円） 602,479 783,025 1,404,993

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 411,684 515,931 946,459

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 407,060 595,633 1,156,339

純資産額 （千円） 14,094,486 15,216,717 14,738,279

総資産額 （千円） 21,538,517 23,384,712 22,493,497

１株当たり四半期（当期）純利益 （円） 106.69 133.65 245.23

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.3 64.9 65.4

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 811,362 938,565 1,680,133

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △244,056 △248,612 △416,219

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △114,633 △187,488 △336,830

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 6,343,970 7,340,245 6,831,367

 

回次
第75期
第２四半期
連結会計期間

第76期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自　2020年７月１日
至　2020年９月30日

自　2021年７月１日
至　2021年９月30日

１株当たり四半期純利益 （円） 51.87 53.57

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

３．１株当たり四半期（当期）純利益の算定上、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式を

期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第２四半期連結累計期間及び当第２四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。
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２【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、生産・設備投資において持ち直しの動きがみられるものの、

新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状況で推移しました。緊急事態宣言の解除とともに個人

消費の回復が続くことが期待されますが、第６波の懸念に加え、円安の進行と世界的な原油価格の上昇などによ

り、依然として先行きは不透明な状況が続いております。

このような経営環境のもと、当社グループは「ＴＰＳ（トータル・パッケージング・ソリューション）提案」に

より顧客満足を徹底的に追求するとともに、全社をあげてイノベーション活動に取り組み、業績向上に努めてまい

りました。

その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、主に国内の主力製品において、コロナ禍による生活スタイル

の変化等による需要の増加もあり、94億61百万円（前年同期比4.2％増）と増収となりました。

また、増収効果により営業利益は６億57百万円（同20.6％増）、経常利益は７億83百万円（同30.0％増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益は５億15百万円（同25.3％増）といずれも増益となりました。

 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

（緩衝機能材事業）

パルプモウルド部門は、工業品分野では事務機器向けの需要回復等で増収となりました。畜産物分野は昨年新型

コロナウイルス感染症の影響で大幅減となった業務用鶏卵トレーの需要回復により増収となりました。青果物分野

では、りんご向けが好調に推移し増収となり、パルプモウルド部門の売上高は25億16百万円（前年同期比8.6％

増）となりました。

段ボール部門は、工業分野が順調に推移し、売上高は14億78百万円（前年同期比8.4％増）となりました。

成型部門は、売上高は宙吊り式包装容器（ゆりかーご）とあわせて３億92百万円（前年同期比1.2％減）となり

ました。

その結果、当事業の売上高は43億87百万円（前年同期比7.6％増）となり、セグメント利益は４億95百万円（前

年同期比7.6％増）となりました。

 

（包装機能材事業）

フィルム部門は、食品容器用PSフィルムが好調に推移したことに加え、工業分野向けキャストフィルムが新規需

要の獲得により増収となり、売上高は20億91百万円（前年同期比7.1％増）となりました。

重包装袋部門は、国内は、昨年新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ、合成樹脂・化学薬品向けの

需要回復で増収となりました。海外部門においても、合成樹脂向けの需要回復はありましたが、海外重包装袋部門

の子会社への移管による会計期間の差（対前期比３億19百万円の売上減）により減収となり、重包装袋部門の売上

高は27億90百万円（前年同期比1.3％減）となりました。

その結果、当事業の売上高は48億82百万円（前年同期比2.1％増）となり、セグメント利益は５億１百万円（前

年同期比7.6％増）となりました。

 

（その他）

売上高は１億91百万円（前年同期比13.9％減）となり、セグメント利益は19百万円（前年同期比29.8％増）とな

りました。
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(2）財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて８億91百万円増加し、233億84百万円とな

りました。

流動資産については、現金及び預金、電子記録債権の増加等により前連結会計年度末に比べて６億30百万円増加

しております。固定資産については、機械装置及び運搬具、建物及び構築物の増加等により、前連結会計年度末に

比べて２億60百万円増加しております。

当第２四半期連結会計期間末における負債合計は81億67百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億12百万円

の増加となりました。流動負債については、その他の流動負債の増加等により、前連結会計年度末に比べて４億63

百万円増加しております。固定負債については、退職給付に係る負債、長期借入金の減少等により、前連結会計年

度末に比べて51百万円減少しております。

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は152億16百万円となり、前連結会計年度末に比べて４億78百

万円の増加となりました。

 

(3）キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前連結会計年度末に比べ

５億８百万円増加し、73億40百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によって得られた資金は、９億38百万円（前年同期比１億27百万円の増加）となりました。主な収入項

目は、税金等調整前四半期純利益７億77百万円、主な支出項目は、法人税等の支払額２億36百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、２億48百万円（前年同期比４百万円の増加）となりました。これは主に、有形

固定資産の取得による支出２億57百万円等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、１億87百万円（前年同期比72百万円の増加）となりました。これは主に、配当

金の支払額１億17百万円及び、長期借入金の返済による支出49百万円等によるものであります。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重

要な変更及び新たに生じた課題はありません。

 

(5）研究開発活動

当第２四半期連結累計期間の研究開発費の総額は68百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

３【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 13,200,000

計 13,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2021年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（2021年11月10日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 4,664,000 4,664,000 福岡証券取引所
単元株式数は100株であ

ります。

計 4,664,000 4,664,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年７月１日～

2021年９月30日
－ 4,664,000 － 466,400 － 345,388
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（５）【大株主の状況】

  2021年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式（自己
株式を除く。）の
総数に対する所有
株式数の割合
（％）

王子ホールディングス株式会社 東京都中央区銀座四丁目７番５号 381 9.65

OSK社員持株会
福岡県北九州市八幡東区桃園二丁目７番

１号
293 7.42

株式会社西日本シティ銀行
福岡県福岡市博多区博多駅前三丁目１番

１号
189 4.79

株式会社福岡銀行 福岡県福岡市中央区天神二丁目13番１号 186 4.72

株式会社北九州銀行
福岡県北九州市小倉北区堺町一丁目１番

10号
175 4.45

三井住友海上火災保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台三丁目９番地 165 4.18

あいおいニッセイ同和損害保険株式

会社
東京都渋谷区恵比寿一丁目28番１号 106 2.68

中村　泰子 福岡県福岡市中央区 104 2.65

株式会社ニシキ 佐賀県鳥栖市酒井西町634番地１ 100 2.53

株式会社日本カストディ銀行（信託

口）
東京都中央区晴海一丁目８番12号 92 2.34

計 － 1,795 45.42

（注）上記のほか当社所有の自己株式711千株（15.25％）があります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2021年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 711,300

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,946,700 39,467 －

単元未満株式 普通株式 6,000 － －

発行済株式総数  4,664,000 － －

総株主の議決権  － 39,467 －

（注）１．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社保有の自己株式29株が含まれております。

２．「完全議決権株式（その他）」欄には、役員向け株式交付信託にかかる信託口が保有する当社株式92,300株

が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2021年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数の
割合（％）

（自己保有株式）

大石産業株式会社

福岡県北九州市八幡東区桃

園二丁目７番１号
711,300 － 711,300 15.25

計 － 711,300 － 711,300 15.25

（注）　株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する92,384株（1.98％）は、上記自己株式に含めておりませ

ん。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（2021年７月１日から2021

年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年９月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 7,053,667 7,562,545

受取手形及び売掛金 4,010,604 －

受取手形、売掛金及び契約資産 － 3,877,450

電子記録債権 595,984 789,233

商品及び製品 891,241 854,776

仕掛品 126,203 151,060

原材料及び貯蔵品 811,573 943,627

その他 225,197 165,362

貸倒引当金 △16,542 △15,885

流動資産合計 13,697,931 14,328,171

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,650,581 2,694,690

機械装置及び運搬具（純額） 1,830,820 2,100,166

その他（純額） 2,267,957 2,233,590

有形固定資産合計 6,749,358 7,028,448

無形固定資産 166,301 161,140

投資その他の資産   

投資有価証券 1,175,528 1,191,025

その他 712,506 684,019

貸倒引当金 △8,129 △8,092

投資その他の資産合計 1,879,905 1,866,952

固定資産合計 8,795,565 9,056,541

資産合計 22,493,497 23,384,712

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,503,328 1,605,352

電子記録債務 1,630,466 1,757,545

短期借入金 780,985 786,420

未払法人税等 247,630 255,172

賞与引当金 242,441 267,644

その他 1,367,982 1,564,522

流動負債合計 5,772,834 6,236,658

固定負債   

長期借入金 159,321 124,314

役員株式給付引当金 36,317 36,317

退職給付に係る負債 1,336,453 1,300,765

その他 450,290 469,939

固定負債合計 1,982,382 1,931,337

負債合計 7,755,217 8,167,995
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 466,400 466,400

資本剰余金 416,991 416,991

利益剰余金 15,008,288 15,405,639

自己株式 △1,061,988 △1,061,988

株主資本合計 14,829,691 15,227,042

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 313,412 328,165

為替換算調整勘定 △371,465 △354,378

退職給付に係る調整累計額 △69,950 △23,763

その他の包括利益累計額合計 △128,003 △49,976

非支配株主持分 36,592 39,651

純資産合計 14,738,279 15,216,717

負債純資産合計 22,493,497 23,384,712

 

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

11/24



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

売上高 9,082,792 9,461,041

売上原価 7,105,362 7,326,164

売上総利益 1,977,430 2,134,877

販売費及び一般管理費 ※ 1,432,326 ※ 1,477,453

営業利益 545,104 657,423

営業外収益   

受取利息 791 550

受取配当金 13,562 15,008

受取賃貸料 95,418 95,418

デリバティブ評価益 5,814 4,752

為替差益 － 8,364

その他 26,034 36,633

営業外収益合計 141,620 160,728

営業外費用   

支払利息 18,888 13,146

不動産賃貸費用 7,331 7,041

売上割引 2,441 1,961

為替差損 37,128 －

その他 18,455 12,977

営業外費用合計 84,245 35,126

経常利益 602,479 783,025

特別利益   

固定資産売却益 1,148 1,773

投資有価証券売却益 － 366

特別利益合計 1,148 2,139

特別損失   

固定資産除却損 552 7,674

投資有価証券売却損 － 211

特別損失合計 552 7,885

税金等調整前四半期純利益 603,076 777,279

法人税、住民税及び事業税 195,452 241,283

法人税等調整額 △5,367 18,390

法人税等合計 190,084 259,673

四半期純利益 412,992 517,605

非支配株主に帰属する四半期純利益 1,307 1,674

親会社株主に帰属する四半期純利益 411,684 515,931
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

四半期純利益 412,992 517,605

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 41,073 14,753

為替換算調整勘定 △53,896 17,087

退職給付に係る調整額 6,890 46,187

その他の包括利益合計 △5,931 78,027

四半期包括利益 407,060 595,633

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 405,019 592,573

非支配株主に係る四半期包括利益 2,040 3,059
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 603,076 777,279

減価償却費 333,915 326,086

のれん償却額 6,135 6,135

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,425 △694

賞与引当金の増減額（△は減少） 4,676 25,202

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △4,594 30,681

受取利息及び受取配当金 △14,353 △15,559

支払利息 18,888 13,146

為替差損益（△は益） 20,977 △2,009

固定資産売却損益（△は益） △1,148 △1,773

固定資産除却損 552 7,674

投資有価証券売却損益（△は益） － △155

売上債権の増減額（△は増加） 495,232 △53,034

棚卸資産の増減額（△は増加） △15,711 △102,319

仕入債務の増減額（△は減少） △517,869 200,462

その他 137,326 △38,166

小計 1,064,678 1,172,956

利息及び配当金の受取額 14,353 15,559

利息の支払額 △18,888 △13,146

法人税等の支払額 △248,780 △236,804

営業活動によるキャッシュ・フロー 811,362 938,565

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △65,000 △65,000

定期預金の払戻による収入 65,000 65,000

有形固定資産の取得による支出 △255,753 △257,141

有形固定資産の除却による支出 △117 △5,037

有形固定資産の売却による収入 1,148 1,773

無形固定資産の取得による支出 － △5,280

投資有価証券の取得による支出 △1,254 －

投資有価証券の売却による収入 350 3,986

貸付けによる支出 △24 －

貸付金の回収による収入 11,452 11,361

その他 143 1,725

投資活動によるキャッシュ・フロー △244,056 △248,612
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  （単位：千円）

 
 前第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 68,796 △15,780

長期借入金の返済による支出 △56,072 △49,026

配当金の支払額 △121,057 △117,957

その他 △6,299 △4,723

財務活動によるキャッシュ・フロー △114,633 △187,488

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17,895 6,413

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 434,777 508,878

現金及び現金同等物の期首残高 5,909,193 6,831,367

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 6,343,970 ※ 7,340,245
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）及び「収益認識に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第30号　2021年３月26日）（以下、これらを総称して「収益認識会計基準等」と

いう。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、

当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

収益認識会計基準等の適用の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高及び損益、並びに、利益剰余金の当期首

残高への影響はありません。

また、収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示し

ていた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表示

することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業

会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間に係

る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載しておりません。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基

準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等

が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる影響はありません。
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（追加情報）

（取締役に対する株式報酬制度）

当社は、当社の取締役（監査等委員である取締役及び社外取締役を除く。以下同じ。）に対し、信託を用いた

株式報酬制度（以下、「本制度」という。）を導入しております。

(1)本制度の概要

本制度は、当社が金員を拠出することにより設定する信託（以下、「本信託」という。）が当社株式を取得

し、取締役に対して、当社が定める株式交付規程に従って付与されるポイント数に応じ、当社株式が本信託を

通じて交付される株式報酬制度であります。なお、取締役が当社株式の交付を受ける時期は、原則として取締

役の退任時であります。

(2)信託に残存する自社の株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用を除く。）により純資産の部に自己株式とし

て計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度末 169,986千円、92,384株であ

り、当第２四半期連結会計期間末は 169,986千円、92,384株であります。

 

（新型コロナウイルス感染症に伴う会計上の見積りについて）

会計上の見積りについて、前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感

染症の影響に関する仮定に重要な変更はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
　　至　2020年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
　　至　2021年９月30日）

給料及び手当 323,243千円 295,769千円

賞与引当金繰入額 96,220千円 101,707千円

退職給付費用 28,366千円 25,106千円

減価償却費 25,883千円 30,749千円

発送運賃 475,587千円 515,155千円
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は、次の

とおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

現金及び預金勘定 6,563,472千円 7,562,545千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △219,501千円 △222,300千円

現金及び現金同等物 6,343,970千円 7,340,245千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月19日

取締役会
普通株式 122,534 31.00 2020年３月31日 2020年６月25日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金3,038千円が含

まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年11月４日

取締役会
普通株式 110,676 28.00 2020年９月30日 2020年11月30日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金2,586千円が含

まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月12日

取締役会
普通株式 118,580 30.00 2021年３月31日 2021年６月10日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金2,771千円が含

まれております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年11月２日

取締役会
普通株式 114,627 29.00 2021年９月30日 2021年12月１日 利益剰余金

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金2,679千円が含

まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,078,142 4,782,776 8,860,918 221,874 9,082,792 － 9,082,792

セグメント間の内部売

上高又は振替高
9,911 1,896 11,807 62,644 74,452 △74,452 －

計 4,088,053 4,784,672 8,872,725 284,519 9,157,244 △74,452 9,082,792

セグメント利益 460,725 466,480 927,205 15,146 942,352 △397,247 545,104

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△397,247千円には、主にセグメント間取引消去△6,938千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△389,859千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 4,387,130 4,882,808 9,269,939 191,102 9,461,041 － 9,461,041

セグメント間の内部売

上高又は振替高
9,116 4,460 13,576 80,385 93,961 △93,961 －

計 4,396,246 4,887,268 9,283,515 271,487 9,555,003 △93,961 9,461,041

セグメント利益 495,517 501,741 997,259 19,652 1,016,912 △359,488 657,423

（注）１．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事

業、不動産賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益の調整額△359,488千円には、主にセグメント間取引消去△6,953千円及び各報告セグメント

に配分していない全社費用△354,140千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属し

ない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

EDINET提出書類

大石産業株式会社(E00677)

四半期報告書

19/24



（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

当第２四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年９月30日）

    （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 

緩衝機能材
事業

包装機能材
事業

計

パルプモウルド 2,516,278 － 2,516,278 － 2,516,278

段ボール 1,478,478 － 1,478,478 － 1,478,478

成型 392,373 － 392,373 － 392,373

フィルム － 2,091,819 2,091,819 － 2,091,819

重包装袋 － 2,790,989 2,790,989 － 2,790,989

その他 － － － 184,750 184,750

顧客との契約から生じ

る収益
4,387,130 4,882,808 9,269,939 184,750 9,454,689

その他の収益 － － － 6,352 6,352

外部顧客への売上高 4,387,130 4,882,808 9,269,939 191,102 9,461,041

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、情報関連事業、デザイン関連事業、不

動産賃貸事業等を含んでおります。

 

 

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第２四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年９月30日）

１株当たり四半期純利益 106円69銭 133円65銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 411,684 515,931

普通株主に帰属しない金額 － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益（千円）
411,684 515,931

普通株式の期中平均株式数（千株） 3,858 3,860

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する「役員向け株式交付信託」の株式を「１株当たり四半期

純利益」の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めております（前第２四半期連結

累計期間93,989株、当第２四半期連結累計期間92,384株）。
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２【その他】

　第76期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）中間配当について、2021年11月２日開催の取締役会において、

2021年９月30日の最終の株主名簿に記載または記録された株主に対し、次のとおり支払うことを決議いたしました。

①　中間配当による配当金の総額　　　　　　　　　　　　　 114,627千円

②　１株当たりの中間配当金　　　　　　　　　　　　　　　　　29円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　　　　2021年12月１日

（注）配当金の総額には、株式会社日本カストディ銀行（信託口）が保有する当社株式に対する配当金2,679千円が

含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2021年11月10日

 

大 石 産 業 株 式 会 社

取 締 役 会 　御 中

 

有限責任監査法人ト　ー　マ　ツ

福 岡 事 務 所
 

指定有限責任社員

 
業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 城 戸 昭 博 

指定有限責任社員

 
業 務 執 行 社 員

 
公認会計士 田 中 晋 介 

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

石産業株式会社の2021年4月1日から2022年3月31日までの連結会計年度の第2四半期連結会計期間（2021

年7月1日から2021年9月30日まで）及び第2四半期連結累計期間（2021年4月1日から2021年9月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包

括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般

に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大石産業株式会社及び連結子会社

の2021年9月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第2四半期連結累計期間の経営成績及び

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点において認めら

れなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半

期レビューにおける監査人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関す

る規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任

を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を

作成することが適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結

財務諸表の作成基準に基づいて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示す

る責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ

とにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立

の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レ

ビューの過程を通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その

他の四半期レビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重

要な不確実性が認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表にお

いて、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適

正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結論付ける。また、継続企業の前

提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連結財務諸

表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項

が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求

められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、

将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期

連結財務諸表の作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関

連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が

基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事項が認められないかどうかを評

価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証

拠を入手する。監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関

して責任がある。監査人は、単独で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー

上の重要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し

たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽

減するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべ

き利害関係はない。

以　上

 

（注）1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

2.XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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